
 
 
 
 
 
 

 

〇学年・教科名 小学校 第６学年・算数 

〇単 元 名 「比例の関係をくわしく調べよう」 

〇本 時 の 目 標 変化する 2 つの数量の関係を表や式、グラフで示し、その特徴を理解し、生活に

活用することができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 学力向上に係る効果的な取組事例 

「『個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実』を 

目指した取組事例」         越谷市教育委員会 

事例１ 

 
導
入 

実物の提示や工夫された発問等により問題への関

心を高め、取組への意欲を喚起したことにより児

童は「こうすればできるのではないか」という解決

の見通しを周りと自然と話し合い始めていた。 

本時の課題を各自で考えさせ、全体で確認することで「今日解

決することは何か」を児童に把握させた。また、本時で働かせ

たい数学的な見方に気付かせ、解決の見通しを児童の思考を

妨げない程度に確認し、自力解決に向かわせた。 

 展
開 「自力で解決」「友達を参考にする」「ヒントカー

ドで解決」「教科書で解決」等の多様な学び方や

「ノートに書きこむ」「タブレット端末に書き込

む・打ち込む」など、まとめ方を個々に選択して

取り組めるようにした。 

タブレット端末やノート上では、根拠を基に論理的に思考すること

ができるように内容を工夫した。見通しで表をもとにして、数量の

変化の仕方（横）、２つの数量の関係（縦）に着目することを確認し

ているため、児童が比例の考え方をもとに３つの解法を導き出し

た。また、友達と協働した学びを行うことで考えの広がりや解法へ

の理解が深まった。 

 

終
末 

児童と対話しながら練り上げていくことで、

クラス全体でそれぞれの解法がどのように考

えられているのかを理解することができた。 

振り返りは、「お・ぎ・し・ま」の合言

葉を視点として、自らの学びを振り返

ることができた。 

協働的な学び 

実物の提示 

個別最適な学び 

児童の考えを提示し、練り上げる 

まとめは、途中まで書い

て、教師が児童と対話し

ながらまとめるなど児

童自身が考えて書いた。 

≪振り返りの合言葉≫ 

○お○ぎ の視点で

の振り返り☞ 

その他(次時、生活の

中など)の視点での 

振り返り☞ 

○し○ま の視点

での振り返り☞ 



 

 

〇学年・教科名 小学校 第６学年・音楽 

〇単 元 名 「和音のひびきや音の重なりを感じ取ろう」 

〇本 時 の 目 標 つくった旋律をつなげたり重ねたりして、１７小節の音楽をつくることができる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

事例２ 

 
導
入 

音楽は「活動を通して学ぶ教科」であるため、まず

音楽活動から入っている。本時で自分が表現する音

楽について演奏したり、前時の内容をみんなで確認

したりしながら、「今の自分がどんな表現ができるの

か」「どこまで理解しているのか」を把握した。 

音楽づくりに向けて、「２つのめあて」「前時までの既習

事項」「音楽キーワード５」から今日は何に着目して学

んでいくのかという「解決の見通し」と「音楽づくりの

約束」から「活動の見通し」を捉えさせた。 

 

 

展
開 

二次元コードのコンテンツを活用し、作った旋律をつな

げたり、重ねたりして１７小節の音楽づくりを個人で行

った。「何度も作り変えて、試すことができる」「すぐに

共有できる」「協働して取り組める」などの ICT のメリ

ットを最大限に活用しながら、音楽づくりをする、聴く、

修正する…を繰り返すことで音楽表現を追究することが

できた。 

作った作品を低音と和音に合わせてグループ内で発表す

る際に、自分の思いや意図を伝えてから聞かせた。そうす

ることで聞き手は作品の良さや面白さを見つけて発表者

に伝えるとともに、それを参考に自身の作品を修正する

など、言語活動と表現活動の往還が何度もされていた。こ

れにより、児童は音楽表現をさらに高めていた。 

 
終
末 他の班の「思いや意図」を捉えながら、全体で

多様な音楽表現の工夫に触れた。「なぜ、その表
現の工夫をしたのか」について交流させること
で、今後の児童の「対話内容」や「音楽表現へ
の追究」の質を高めた。 

本時の音楽的な見方を意識しながら、自らの学びを振り返らせたこと
で、学びの内容をより深く理解したり、学び方を考えたり、今後の学習
につなげたりすることができた。また、作品を作って終わりではなく、
今まで工夫した表現を学級全体で共有し最後に歌唱することで、活動を
通して成長や変容を実感できるようにした。 

個別最適な学び 協働的な学び 


